
             

        「セブ RC と WASH プロジェクト」セブ RC 会長 ヘクター・アルマリオ
様                                会長ノミ二― 御田 繁二郎様 

 

今日の卓話は「職業奉仕」についてですが、どんな職業でも、特に経営者は決断に苦しむ時があると思います。
今日は先回「ニーバーの祈り」に続いて、たぶん皆様に役に立つ「両極端を併せ持つ」という考え方をご紹介し
ようと思います。まず関連したいくつかの名言をご紹介します。 

強くなければ生きていけない、しかし優しくなければ生きている価値が無い」（レイモンド・チャンドラー）、
「大胆さと繊細さを併せ持つ」（稲盛和夫氏）、「生のことばかりを考えて、死について考えないと不毛になりやす
い」（河合隼雄氏）、「絶対に生きてやるぞという強い意志と、いつでも死ねるぞという気持ちを併せ持つ」（癌の
サイモントン療法）、一流の知性とは、同時にふたつの相反する考えを合わせ持ちつつ、さらにその両方を機能さ
せ続ける能力である。（スコット・フィッツジェラルド） 

お分かりいただけますでしょうか？一般的には「とにかく強くなれ」とか「やるからには絶対にやり遂げなけ
ればならない」とか、一方向のあり方に集中することが美徳のように思われますが、少なくとも私は、両方を持
ちながら意思決定をしています。 

基本的には「絶対にやる」、「成功するまで諦めない」と思いながらも、「いつでもやめられる」という考えも持
っていた方が、気も楽になりますし、状況にも適応しやすいと思います。「事業の撤退」とか、「今まで打ち込ん
できたことをやめる」というようなケースはメンツとか今までに投入してきた資金や労力を考えるとなかなか難
しい判断で、ついつい深みにはまりやすいですが、こうした考え方を持っていると決断もしやすくなります。 

「矛盾しているのではないか」と思う方もあるかもしれませんが、人間は右脳と左脳が別々の働きをしている
ことからもわかるように、もともと矛盾した存在だと私は思います。もう一つ関連でご紹介しますと「悠々と急
げ」という言葉も私の好きな言葉で、一見矛盾しているようですが、そうではありません。一般的には「急ぐ」
または「忙しい」ことは「そそっかしくなり、ミスが多くなり、字面（じづら）からも「心が滅ぶ」と、短絡さ
れることが多いと思いますが、「心は悠々と、そしてテキパキと物事をはやく行う」ことも可能なのです。ぜひ
悠々と両極端を併せ持って、精神衛生的にも楽な、幸せな人生を送って頂きたいと思います。 

 

 

     「ロータリーの奉仕と職業奉仕」～今考えるロータリアンとしての職業奉仕～ 

国際ロータリー第 2760 地区職業奉仕委員会 委員長 青山 博徳さん（春日井 RC） 

職業奉仕は難しい、難解だ、何を対象に奉仕するのか判らないと言うメンバーも居られるかと思いますが、「職
業奉仕こそロータリーの根幹である」とも言われて居ります。 

職業奉仕が判り難いのは、「何々の為に奉仕する」と言う日本語が他の委員会である国際・社会・青少年奉仕と
違い「言い換えの出来ない」部分があり「職業の為に奉仕をする」では日本語として通じない、相反する意味で
はないか？金儲けと奉仕活動って矛盾しないか？と、誤解をされるメンバーも多いからだと思います。 

しかし、ロータリーの先人達は「ビジネスはすべて社会に尽くす手段でなければ、ならない」「4 つのテストに
照らして行動せよ」と私たちを導いて活動の指針としました。また自らの仕事・職業を高潔な理想を持って遂行
する事が、結果的に社会に貢献する根本だと説いています。 

ロータリーの活動は「寄付して終わり、奉仕活動に参加して終わり」では有りません。寄付行為や奉仕活動で学
んだ「奉仕の理念」を自分の職場や業界に持ち帰り、日々の仕事の中で「世の為・人の為・公平・真実」を道し
るべ、として行動する事がロータリーの「職業奉仕」と言われる所以です。 

ロータリアンの考える奉仕の原点は「I Serve」（私は奉仕する）の言葉に凝縮され、メンバーは職業を通じて
社会貢献する共通理念を持った人たちの集まりです。名古屋宮の杜ロータリーのメンバーの「人材」「経験」「ネ
ットワーク」を活かした唯一無比な事業が、必ず在ると思います。 

よくロータリーの樹に表せられるように、ロータリーの活動の実りの果実や茂る枝葉は、クラブ奉仕と言う根
っこと、職業奉仕と言う幹から成り立ってこそ枝葉が茂り事業活動と言う大きな果実が実るのです。 

今年の地区方針「未来を描こう、笑顔でつなごう」・・一人一人のチャレンジを力に、変化に対応出来るクラブ
を目指して・・と有る様に、一人のロータリアンとして、職業人として「I Serve」（私は奉仕する）の気持ちを
クラブの奉仕活動に活かして頂きたいと願います。 

 

第 3484回例会（今年度 29回）     例会場：岡崎ニューグランドホテル 

国際ロータリーテーマ 『想像してください、私たちがベストを 

尽くせる世界を。想像してみてください』 

岡崎ロータリー会長方針  『みんなの幸せを実現しよう！』 

～想像し、構想し、行動し、実現する～ 

2023年 4月 5日 
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日 

前回の会長挨拶 

 

前回の卓話    



 

       

このクラブしか出来ない
このメンバーだから出来る

社会貢献・奉仕活動があるはず。

メンバーの「人財」「経験」「ネットワーク」を活かした

我がクラブ唯一無比な事業がきっとあるはず！

               

 

 ※新会員紹介                 

 氏  名  辻井 郁大さん 

         職業分類 旅行斡旋業 

     職  名 株式会社 JTB 三河支店長        
                                                

          Weekly Report【2023 年 3 月 29 日】 

［会長報告］ 

１. 3月 23日（木）愛知三州ロータリークラブ創立 5年記念式典が葵丘会館にて開催され林和夫さんと岡田

邦義さんと杉浦健太郎幹事が出席されました。 

２. ロータリー米山記念奨学会より柴田泰伸さんに第 3回米山功労者の感謝状が届きましたのでお渡しいた

します。 

３. 誠に残念ですが会員の桑原靖和さんと花木康夫さんが退会されます。ご挨拶をいただきたいと存じま

す。 

［幹事報告］ 

1. 4月 5日（水）例会後、定例の理事会を岡崎ニューグランドホテル 3Fにて開催いたしますので役員・理

事の方はご出席をお願いいたします。  

2. 本日 WFFチケットをクラブから１枚ずつアレンジケースに配布いたしました。個別で注文してくださっ

た方は受付でお配りしました。まだ引き換えていない方は事務局までよろしくお願いいたします。  

3. 3月のニコニコは本日締め切らせていただきます。ご協力ありがとうございました。４月のニコニコ担

当の方を申し上げます。◎大久保稔さん、〇鈴木志信さん、安藤光淵さん、柴田芳孝さん、二村剛司さ

ん、米津ナオさんです。よろしくお願いいたします。 

 

［次年度幹事報告］ 

１. 2023-24年度 地区研修・協議会の案内 

２. 2023-24年度 第１回クラブアッセンブリーの案内 

 

［委員会報告］ 

地区インターアクト委員会・・・「WFFのチケットのお願い」（谷泰男委員） 

14クラブ親善スポーツ大会委員会・・「親善スポーツ大会」（佐野仁信副委員長） 

 

 

  4 月 12 日（水）例会のご案内  会場：岡崎ニューグランドホテル 

    「60 歳からの青春」～普通のおじさんがトライアスロン年代別日本代表になる～ 

          医療法人ポライト あい歯科矯正歯科 院長 市川 博文様                     

岡崎ロータアクトクラブのご案内：4 月 6 日（木）卓話例会 

 


